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1-1．調査の背景・目的等
1．調査概要（目的・方法）
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○ 実績値表示の検討にあたって、実際の建物におけるエネルギー消費に係る実態

（建物の使用状況、エネルギー消費量、建物所有者等のデータ保管状況など）を

把握するとともに、設計上の省エネ性能と実績値との関係についての知見を得る

ことが有用と考えられる。

〇 そのため、設計性能を把握している非住宅建築物を対象に※、運用時のエネル

ギー消費量の実態等について調査を実施。

※我が国の非住宅建築物のエネルギー消費量の実績値に関するデータベースとして、DECC（ Data-base 

for Energy Consumption of Commercial building ）があるが、DECCのデータベースには設計上の省

エネ性能は含まれていない。

論点①



1-2．調査の方法
1．調査概要（目的・方法）

①一般社団法人 不動産協会
②一般社団法人 日本ビルヂング協会連合会

1.建物オーナー関連の協会

①一般社団法人 日本建築士事務所協会連合会
②一般社団法人 日本設備設計事務所協会連合会
③一般社団法人 日本建設業連合会
④一般社団法人 建築設備技術者協会

2.設計・施工事業者関連の協会

①サステナブル建築物等先導事業（省CO2先導型）
事務事業者：一般社団法人 環境共生住宅推進協議会

②既存建築物省エネ化推進事業
事務事業者：一般社団法人 環境共生住宅推進協議会

3.補助金制度利用建物

調査協力依頼先
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• 調査はサンプル調査とし、①関係団体の会員が所有する物件、②国交省補助事業

を過去に利用した物件に対して、調査への協力を依頼。

• ①関係団体の会員が所有する物件について、関係団体事務局を通じて、調査票を配布

して回答への協力を依頼。

• ②国交省補助制度を過去に利用した物件については、事務事業者を通じて、各プロ

ジェクトの窓口担当者に調査票を配布して回答への協力を依頼。



1-3．調査の内容
1．調査概要（目的・方法）

・所在地、延床面積、階数、構造、竣工年月
・使用日数、使用時間、冷暖房期間、冷暖房設定温度
・大規模改修の有無
・建物用途、建物用途別面積、利用人数

1.建物概要

・空調熱源機器仕様2.設備仕様

・BEI、設計一次エネルギー消費量、基準一次エネルギー消費量
※BEIの計算時期（設計時、竣工時、テナント工事後）
※テナント工事の有無なども調査

・XML ID、再出力コード

3.設計値

・エネルギー種類別月別エネルギー消費量（電力、ガスなど）
・消費先別月別一次エネルギー消費量（空調、照明、給湯など）

4.エネルギー消費量実績

・未評価技術の導入状況5.省エネ技術採用状況

・実績エネルギー消費量の時刻別データ（BEMSデータ）6.データ提供の可能性

調査票の主な回答項目
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○ 建物概要、設備仕様、設計値、エネルギー消費量実績、省エネ技術の採用状況

の情報提供を求めるとともに、今後BEMSデータの提供を求めた場合に対応可能か

否かについても確認。

○ 省エネ計算の計算結果・入力データについて、少ない負担で収集するため、

WEBプログラムの出力に印字されるID等の記入も求めた。

論点②・③



1-3．調査の内容
1．調査概要（目的・方法）

調査票（抜粋）
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論点②・③



１．調査概要（目的・方法）
２．調査回答概要
３．調査結果概要
４．調査結果分析
５．海外制度調査（参考）
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○ 回答総数は85件。
○ 回答の多くを「既存建築物省エネ化推進事業」の補助金利用建物が

占める。
○ したがって後述の調査結果の元となるデータには、改修建物が多く含

まれることに注意が必要

2-1．調査依頼元別回答件数
２．調査回答概要
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論点②・③



2-2．用途別回答件数、回答割合
２．調査回答概要
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○ 病院等、事務所等、学校等は、多くの回答を得られた。
○ ホテル等、飲食店等、集会所等は、比較的回答数が少なかった。
○ 病院等の多くは、居住系福祉施設であった。

論点②・③

事務所等 病院等 学校等

26
29

13
9



2-3．規模別回答件数、回答割合
２．調査回答概要
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○ 回答の多くが10,000 ㎡ 以下の建物であった。
○ 中でも、5,000 ㎡ 以下の建物で77%であった。
○ 10,000 ㎡ を越える建物は、そのほとんどが事務所建物であった。

論点②・③



○ 東京、大阪、愛知、福岡などの都市圏の建物の回答が比較的多かった。
○ ６地域の回答数が多く、１地域、２地域の回答はゼロ件であった。

2-4．地域別回答件数、回答割合
２．調査回答概要
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論点②・③



１．調査概要（目的・方法）
２．調査回答概要
３．調査結果概要
４．調査結果分析
５．海外制度調査（参考）
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3-1．一次エネルギー消費量実績の分布
３．調査結果概要
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論点②・③

一次エネルギー消費量原単位実績値の

頻度分布（事務所等）
一次エネルギー消費量原単位実績値の

頻度分布（病院等）

一次エネルギー消費量原単位実績値の

頻度分布（学校等）

一次エネルギー消費量原単位実績値の頻度分布

○ 実績１次エネルギー消費量原単位は2,000 (MJ/㎡・年)を下回る建物が多
かった。

○ 用途別（事務所等、病院等、学校等）に分布を見ると、事務所等、学
校等は低い値に集中しており、病院等は広く分布している。



○ 全体では、BEI=0.60以下は20.3％、0.80以上は37.8％
○ 事務所等は比較的分散しているが、病院等、学校等の多くはBEI=0.80

以上のものが多かった。

3-2．設計BEIの分布
３．調査結果概要
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論点②・③

BEI値の頻度分布（事務所等） BEI値の頻度分布（病院等） BEI値の頻度分布（学校等）

BEI値の頻度分布



3-2．設計BEIの分布（既往データとの比較）
３．調査結果概要
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【参考】

別途、用途別の既往データとの見比べも行ったが、事務所等、病院等は近似

していた。学校等は既往データに比べ全体的にややBEIが大きい結果となった。

論点②・③

参考既往データ BEI及びBEIm分布（ 国総研資料第1254 号）

○ 既往データと見比べ、全体の傾向が近似している。

BEI値の頻度分布



１．調査概要（目的・方法）
２．調査回答概要
３．調査結果概要
４．調査結果分析
５．海外制度調査（参考）
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4-1．一次エネルギー消費量設計値と実績値（暫定）

４．調査結果分析

「PVおよびCGSを加味」は、PVおよびCGSによる創エネ量を除くエネルギー消費量。
実績値は、調査回答の電力消費量(請求書等からのデータ)を元にしている。
設計値は、モデル建物法での計算建物が多く、その他の一次エネルギー消費量が不明なため、その他の一次エネルギー消費量を含まない値とした。17

○ 一次エネルギー消費量原単位[MJ/㎡・年]の設計値と実績値を比較し
た（右図）。（その他のエネルギーは実績値に含めるが、設計値には含まない。）

○ ある程度の相関は見られるが、はずれ値がある。
→はずれ値の建物に特異性があるか分析中

論点③・④

一次エネルギー消費量の比較（設計値と実績値） 一次エネルギー消費量原単位の比較（設計値と実績値）



4-6．今後の分析方針
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４．調査結果分析

○ 一次エネ設計値と実績値の比較において、差異が大きい建物について
個別に属性（用途、規模、利用状況、気象条件など）を見比べ、影響
している要因の検討を試みる。

○ 実績エネルギーに影響するその他の要因の分析を継続する。

○ BEMSデータが入手可能な建物に対して提供依頼し、BEMSデータを用い
てより詳細なエネルギー消費分析を進める。

※今後の分析にあたっては、更なるデータ（件数）の確保が必要。

論点③・④



１．調査概要（目的・方法）
２．調査回答概要
３．調査結果概要
４．調査結果分析
５．海外制度調査（参考）
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5-1．調査項目①
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５．海外制度調査（参考）

Building Energy Benchmarking
カリフォルニア州

Building Energy Benchmarking
シンガポール

NABERS 
オーストラリア

制度名

建物エネルギー性能の追跡・ベン
チマーク

建物エネルギー性能の監視運用段階のエネルギー消費量の削
減

①制度の目的、
狙い

全用途商業施設（オフィス・ホテル・店
舗）、医療施設、教育施設、文化
施設・スポーツセンター

オフィス、ホテル、店舗、データ
センター、倉庫と冷蔵、学校、高
齢者福祉施設

②対象建物用途

50,000ft2以上の建物
（2018年～）

5,000m2以上の建築物
(2013年～)

1,000m2以上の商業建築物
（2010年～）

③報告義務

※用途別に異なるためオフィスの
例（Energy Star利用の場合）:

✓エネルギー消費量実績
（電気・ガス・油12か月分）

✓設置PC数
✓稼働時間
✓空調エリア率
✓勤務者数

不明※用途別に異なるためオフィスの
例：

✓エネルギー消費量実績
（電気・ガス・油12か月分）
✓設置PC数
✓稼働時間

④報告対象の
データ



5-1．調査項目②
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５．海外制度調査（参考）

Building Energy Benchmarking
カリフォルニア州

Building Energy Benchmarking
シンガポール

NABERS 
オーストラリア

制度名

⑤主な公開データ

気象条件を標準化したEUI 
[kBtu/ft2] 
エネルギー種類別消費量
[kBtu/年]

（電力買電・電力オンサイト発
電・油・地域供給・ディーゼ
ル・プロパンガス・天然ガス）

EUI [kWh/m2]
（2020年以降、年毎に記載）

年間総エネルギー排出量
[MJ/year]

エネルギー
消費量

CO2排出量[tCO2]
CO2排出量原単位[kgCO2/ft2]

無し年間総CO2排出量[kgCO2/year]
年間CO2排出量原単位
[kgCO2/year・m2]

CO2排出量

無し無しNABERS ENERGY RATING
（星の数）

レーティング

建物名称
住所
建物用途
延床面積[m2]
竣工年
建物数
ENERGY STARスコア
ENERGY STAR認証取得有無
ENERGY STAR認証取得年数

建物名称
住所
建物用途
延床面積[m2]
空調面積[m2]
空調面積率
ホテルの場合室数
空調方式
チラー設置年数[年]
空調システム効率[kW/RT]
Green Markの評価ランク、
評価年、バージョン

建物名称
住所
建物用途
評価面積[m2]
オーナー名称
建物使用時間[h/週]

その他



5-1．調査項目③
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５．海外制度調査（参考）

Building Energy Benchmarking
カリフォルニア州

Building Energy Benchmarking
シンガポール

NABERS 
オーストラリア

制度名

気候によりエネルギー消費原単位
（EUI）が補正される。
Energy Star利用の場合：
気候・使用状況等によりEnergy 
Starスコアの閾値が補正され、評
価結果が変わる。

補正なし気候・稼働時間・貸室面積率・
設置PC数で、星の閾値が補正さ
れ、評価結果が変わる。

⑥補正の有無

Energy Star利用の場合：
[kBtu/年]

電力[kWh/m2]電力 [kW/年]
ガス [MJ/年]
油 [L/年]

⑦報告対象の単位

Energy Star利用の場合は有不明有⑧第三者評価の
有無

レポートなし統計レポートあり
14年で平均▲29.5%

統計レポートあり
14年で平均▲40%強

⑨制度による効果

毎年毎年毎年⑩報告頻度/有効
期限

政府入居施設は★4.5以上を義務
化
賃貸広告に表示義務

⑪その他



5-2．NABERS（National Australian Built Environment. Rating System）
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５．海外制度調査（参考）

○NABERSはオーストラリアで1999年から運用開始された、建築物のエネルギー性能を評価する指標。
特徴として、建物性能ではなく過去１年間の実績値に基づき評価を行う。

○2010年より、2000m2以上の商業建築物について、NABERSを用いた建物のエネルギー性能の情報開示が義務化された。
その後1000m2以上の商業建築物に範囲を広げ、2024年6月現在オーストラリアの77%のオフィスビルが評価されている。
評価はAssessorによる第三者評価。

https://www.nabers.gov.au/

▶ NABERS概要
国 ：オーストラリア
認証機関 ：ニューサウスウェールズ州政府計画産業・環境省
開始運用年：1999年
認証シリーズ：エネルギー・水・廃棄物・室内環境・★ ★ ★
対象用途 ：オフィス、ホテル、店舗、データセンター、倉庫と冷蔵、学校、

高齢者福祉施設
有効期間 ：1年
評価ランク ：1 star – 6 starで11段階（星は0.5刻み）
認証件数 ：約4770の商業建築物(内オフィス約3800件＝全豪州のオフィスの

74%が取得済み)
1 star :Making a start
2 stars :Below average
3 stars  :Average
4 stars  :Good
5 stars  :Excellent
6 stars  :Market Leading

▶評価システムの利用事例

・ 商業建築物に対する、NABERS Energy を用いたエネルギー性能の
報告義務化
関連規制 ：Building Energy Efficiency Disclosure Act 2010
対象建築物：1000m2以上の商業建築物のビルオーナー、管理者

・賃貸広告において、NABRESのレーティング結果の記載を義務化
関連規制 ：Building Energy Efficiency Disclosure Act 2010
対象建築物：1000m2以上のオフィスのビルオーナー、管理者

・政府入居施設に対する基準設定
関連規制：National Green Lease Policy
適用基準：オーストラリア政府の入居・賃借する2,000㎡以上の

スペースは、
NABERS Energyで★4.5つ星以上、
NABERS Water で ★4.0以上 の評価が必要

▶星評価の閾値の補正

オフィスにおいては、下記情報により星評価における閾値が調整されている。

・貸室面積[m2] ・使用時間[h/週]
・設置PC数[台] ・気候条件

▶星評価の閾値

最新の入手可能な
データセットをもとに
チャートを作成し、
星評価のバンドを
設定している。



5-2．NABERS 入力項目一覧
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５．海外制度調査（参考）

◇共通
＜建物概要＞
・用途
・郵便番号
・延床面積[m2]
＜エネルギー使用実績＞
・電力使用量[kW/年]
・グリーン電力比率[%]
・天然ガス使用量[MJ/年]
（・LPGガス使用量[L/年]）
・油使用量[L/年]

◇オフィス
・評価範囲

建物全体、テナントエリア、共
用部エリアの3つから選択

＞建物全体
・使用時間[h/週]
・設置PC数[台]

＞テナントエリア
・テナントエリア[m2]
・使用時間[h/週]
・設置PC数[台]

＞共用部
・使用時間[h/週]

◇ホテル
・Quality Star Rating結果
・室数[室]
・洗濯サービス付きの室数[室]
・会議室座席数[席]
・温水プール表面積[m2]

◇ショッピングセンター
＞賃貸面積15,000m2以上
・平屋か2階建て以上か
・賃貸面積[m2]
・空調賃貸面積[m2]
・空調ジム面積[m2]
・フードコート座席数[席]
・年間営業日数[日]
・運用時間[h/week]
・駐車場数(機械換気)[台]
・駐車場数(自然換気)[台]

＞賃貸面積15,000m2未満
・平屋か2階建て以上か
・賃貸面積[m2]
・空調賃貸面積[m2]
・年間営業日数[日]
・運用時間[h/week]
・駐車場数(機械換気)[台]
・駐車場数(自然換気)[台]

◇データセンター

＞IT設備のみ
・計測データ期間[日]
・上記の電力使用量[kWh]

＞インフラ（空調・照明等）のみ
・ITの電力消費量[kWh/年]
・計測排熱率[%]

＞全体設備
・サーバー処理能力*[GHz]
・保存容量[TB]
・計測排熱率[%]

*サーバーのクロック周波数の総量

◇倉庫・冷蔵倉庫

・フルタイム従業員数(FTE)[人]
・季節労働者数(ATR)[人] 
・冷蔵倉庫の有無
・賃貸面積[m2]
・空調面積[m2]
・非空調面積[m2]
・冷蔵室(0~15℃)容積[m3] 
・冷凍室(-20~0℃)容積[m3]
・運用時間[h/week]

(FTE・ATRはどちらか一方でも可)

◇学校

・学校の運営形態
公立・私立・カトリック

・学校の立地
Major city ~ Very remote 
5段階

・乳幼児在籍者数[人]
・小学生在籍者数[人]
・中学生在籍者数[人]
・特別支援学級在籍者数[人]
・プールの有無

◇高齢者福祉施設

＞高齢者ケア施設
・ベッド使用日数(OBD)
・温水プール表面積[m2]
・敷地内洗濯有無
・敷地内で調理される食数[食/日]

＞高齢者向け住宅
・住戸数[戸]
・サービス付き住戸数[戸]
・温水プール表面積[m2]
・非温水プール表面積[m2]
・敷地内で調理される食数[食/日]

＞高齢者ケア施設と高齢者向け住
宅併設の場合
・ベッド使用日数(OBD)
・サービス付き住戸数[戸]
・温水プール表面積[m2]
・非温水プール表面積[m2]
・敷地内洗濯有無
・敷地内で調理される食数[食/日]



5-2．NABERS 入力画面及び結果画面（ENERGY-OFFICE）
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５．海外制度調査（参考）
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５．海外制度調査（参考）
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５．海外制度調査（参考）

BUILDING ENERGY CERTIFICATE（認証票）の構成
1. 結果概要
2. Part1：NABERS ENERGY RATING
3. Part2：テナント部分の照明のエネルギー性能評価
4. 付録：エネルギ効率化のガイダンス

1. 概要
✓建物名称 ✓オーナー名称
✓住所 ✓面積
✓認証有効期間
✓評価者名・評価者番号

2. PART1: NABERS
エネルギー評価（建物全体）
✓NABERS ENERGY RATING

（星数）
✓評価範囲
✓評価面積
✓年間総CO2排出量

(kgCO2/year)
✓年間CO2排出量原単位

(kgCO2/year・m2)
✓年間総エネルギー排出量

(MJ/year)
✓建物使用時間

3. PART2: テナント部分の
照明のエネルギー性能
✓室別の照明電力密度NLPD

(W/m2)とその評価

PART1: NABERS ENERGY RATING結果概要
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５．海外制度調査（参考）

付録
当該建物向けのエネルギー効率化のガイダンス資料

PART2: テナント部分の照明のエネルギー性能評価
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29

５．海外制度調査（参考）

▶NABERS評価建物件数の上昇
2010年の報告義務化以降に、報告件数が上昇

▶エネルギー使用量の継続的な削減
14 回にわたって NABERS Energy の評価を受けたオフィスでは、
平均 42% のエネルギー削減
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５．海外制度調査（参考）

▶ Singapore Building Energy Benchmark概要
国 ：シンガポール
運用機関 ：The Building and Construction Authority (BCA) 
開始運用年：2013年
主な公開データ：EUI [kWh/m2]
対象用途 ：商業施設（オフィス・ホテル・店舗）、医療施設、

教育施設、文化施設・スポーツセンター
報告義務化：5,000m2を超える建物
公開データ数：1,126件（2023年）

▶公開データの項目

✓建物名称
✓住所
✓建物分類
✓建物用途
✓建物規模（Large, Medium, Small）
✓EUI [kWh/m2]（2020年以降、年毎に記載）
✓Green Markの評価ランク、評価年、バージョン
✓延べ床面積[m2]
✓空調面積[m2]
✓空調面積率
✓ホテルの場合室数
✓空調方式
✓チラーの設置年数[年]
✓最新の監査日

▶2023年公開データ数

商業建築：757件
医療施設：83件
教育施設：145件
公共施設：75件
スポーツ・娯楽施設：66件

Building Energy Benchmarking
https://www1.bca.gov.sg/buildsg/sustainability/regulatory-requirements-for-existing-buildings/bca-building-energy-benchmarking-and-disclosure
Building Energy Performance Data（2023）
https://www1.bca.gov.sg/docs/default-source/docs-corp-buildsg/sustainability/building-energy-performance-data-for-2022.xlsm

▶EXCELデータの公開

○2013 年以降、 5,000m2を超える建物の所有者は 毎年建物情報とエネルギー消費データをBCAに提出することが義務
付けられており、これらのデータが国の建物エネルギーベンチマークの設定に使用されている。

○シンガポールの建物で使用される主なエネルギー源は電気であるため、建物の年間総電力消費量を延床面積で除したエ
ネルギー使用強度 (Energy Use Intensity, EUI) をホームページ上で公開している。
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５．海外制度調査（参考）

▶2022年の報告件数
1058件（対象建物うち91%）の報告があった。

▶EUI（Energy Use Intensity）の推移
報告が義務化された2008年から、継続的に減少しており、2008年比で2022年の平均EUIは-29%となっている。
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５．海外制度調査（参考）

▶公開データの項目

✓Portfolio Manager ID
✓建物名称
✓住所
✓延床面積[m2]
✓建物用途
✓気象条件を標準化したEUI [kBtu/ft2]
✓電力消費量（系統からの買電）[kBtu]
✓電力消費量（オンサイト再エネ発電）[kBtu]
✓油消費量[kBtu]
✓地域供給（蒸気）[kBtu]
✓ディーゼル消費量[kBtu]
✓プロパンガス消費量[kBtu]
✓地域供給（温水）[kBtu]
✓地域供給（冷水）[kBtu]
✓ENERGY STARスコア
✓竣工年
✓天然ガス消費量[kBtu]
✓ENERGY STAR認証取得有無
✓ENERGY STARの認証取得年数
✓CO2排出量[tCO2]
✓CO2排出量原単位[kgCO2/ft2]
✓建物数

▶2022年公開データ数

22,610件

▶EXCELデータの公開

Building Energy Benchmarking Program
https://www.energy.ca.gov/programs-and-topics/programs/building-energy-benchmarking-program

Building Energy Performance Data（2022）
https://www.energy.ca.gov/media/8751

○2018年以降、カリフォルニア州ではBuilding Energy Benchmarking Programにより、州内の延床面積50,000ft2以
上の建物オーナーにエネルギー消費量の年時報告を義務付けており、そのデータを公開している。

○エネルギー消費量の報告においては、ENERGY STAR Portfolio Managerの利用が可能となっている。

▶ カリフォルニア州 Building Energy Benchmarking  Program概要
国 ：米国カリフォルニア州
運用機関 ：California Energy Commission (CEC)
開始運用年：2018年
主な効果データ：条件を標準化したEUI [kBtu/ft2]
対象用途 ：全用途
報告義務化：50,000ft2を超える建物
公開データ数：22,610件（2022年）
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５．海外制度調査（参考）

▶ ENERGY STAR 概要
国 ：アメリカ合衆国
認証機関 ：EPA（米国環境保護庁）
開始運用年：1999年
認証シリーズ：
対象用途 ：コンビニ、データセンター、病院、ホテル、学校、医療施設、集合住

宅、オフィス、小売業、高齢者施設、戸建住宅、スーパーマーケット、
ディーラー、倉庫、排水処理施設、礼拝施設

対象規模 ：基本的に5,000ft2以上、病院は20,000ft2以上、
コンビニは小規模でも可

有効期間 ：1年
評価ランク ：1~100のENERGY STAR スコア、

75点以上でENERGY STAR認証
認証件数 ：43,606件（米国の商業ビルの約25%）2024年6月時点

▶各評価ランクの条件

・ENERGY SCOREは全国の同様の建物と比較して算出される。
スコア50は平均性能、スコア75以上でENERGY STAR 認証の対象となる。

▶評価構造

・米エネルギー省のエネルギー情報局が定期的(5～7年おき)に実施する、建物の特
徴とエネルギー使用量の調査（CBECS）における収集データを基に、建物用途別
に比較対象となるピアグループが構成され、評価建物と比較して、ENERGY STAR
スコアが決定される。
現在、ほとんどの ENERGY STAR ソースデータは、2012 年の調査に基づいている。

▶実績値データの補正

建物用途ごとに、気候や建物の活動状況に応じて、採点における閾値が調整され
ている。

例：オフィス
・気候条件
・物件タイプ（オフィス・金融・銀行・裁判所の4タイプ）
・使用時間[h/週]
・設置PC数[台]
・従業員数

○ENERGY STAR スコアは1999年に導入され、エネルギー使用量の実績値を用いて建物の相対的なエネルギー性能を
示すツールとして、米国全土の主要組織やカナダで採用されている。

○2024年秋には、商業ビル向けに、再生可能エネルギー・温室効果ガス排出原単位に関する基準を追加した、ENERGY
STAR NextGen認証が公開予定である。
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５．海外制度調査（参考）

◇共通

・用途
・住所
・延床面積[m2]
・緑化面積[m2]
・竣工年
・占有率
・建物数
・12ヵ月連続のエネルギーデータ

◇オフィス

・対象面積[m2]
・使用時間[h/週]
・従業員数[人]
・設置PC数[台]
・冷房面積率

任意入力
・暖房面積率

◇ホテル

・対象面積[m2]
・室数[室]
・従業員数[人] 
・厨房の有無
・冷凍機台数
・暖房面積率
・冷房面積率

任意入力
・厨房面積
・年間提供食数
・ゲスト滞在時間[h/日]
・洗濯設備のタイプ
・年間洗濯量
・フルサービススパ面積
・フィットネスジム面積
・カンファレンス面積

◇商業（Retail）

・対象面積[m2]
・運用時間[h/week]
・従業員数[人] 
・開閉タイプ冷凍庫数
・ウォークイン冷凍庫数
・単店舗か複数か
・外部に面する出入口の有無
・暖房面積率
・冷房面積率

任意入力
・開閉タイプ冷凍庫数
・ウォークイン冷凍庫面積
・設置PC数
・キャッシャー数
・厨房有無

◇学校

・対象面積[m2]
・中学／高校
・従業員数
・週末の利用有無
・厨房有無
・暖房面積率
・冷房面積率

任意入力
・生徒数
・学校の利用月数
・設置PC数
・厨房面積
・ウォークイン冷凍庫数
・体育館面積
・学区

◇高齢者福祉施設

・対象面積[m2]
・最大居住人数
・平均居住人数
・戸数
・従業員数
・設置PC数
・住居用洗濯機台数
・商業用洗濯機台数
・住居用エレベータ台数
・商業用冷蔵庫・冷凍庫数
・暖房面積率
・冷房面積率

任意入力
・認可ベッド数

https://portfoliomanager.energystar.gov/pm/dataCollectionWorksheet?dcw.data={%22country%22:%22US%22,%22propertyUsages%22:[{%22p
ropertyUse%22:%22SENIOR_CARE_COMMUNITY%22,%22useType%22:%22SENIOR_CARE_COMMUNITY%22}]}



5-5．ENERGY STAR Portfolio Manager / 公開される情報

35

５．海外制度調査（参考）

https://www.energystar.gov/buildings/certified_buildings_and_plants

公開情報

✓建物名
✓住所
✓外観写真
✓ENERGY STARスコア（当年）
✓ENERGY STARスコア（過去）
✓認証された年数
✓建築用途
✓延床面積
✓竣工年
✓ビルオーナー
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５．海外制度調査（参考）

ENERGY STAR スコアカード ENERGY STAR エネルギー性能証明書
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５．海外制度調査（参考）

▶認証件数とEUI(一次エネルギー消費量原単位)
認証件数は増加傾向、2009～2010年の間に平均EUIは30%削減

▶一次エネルギー消費量原単位の頻度分布の変化
1995年から2012年の17年間で、オフィスの一次エネルギー消費量原単位の中央
値が30%削減


